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ジャガイモ近縁種の納胞遺伝学的研究

4. 複二倍休(s.laplaticum BUK. X S. stenotomum 

.TUZ. et BUK.)の染色体行動町

増谷哲雄

Cytogenetic studies of the tuber-bearing Solanum species. 

4. Chromosome behaviour of amphidiploids， S. laplαtzcum 
BUK. X S. stenotomum .Tuz. et BUK .. 

By 

Tetsuo MASUTANI 

これまでの諸報告によると，二倍種相互間の雑種では

穿f(seri巴s)内，群聞を問わず，一般に 12IIが形成さ

れ，また花粉稔性も良好である (SWAMINATHANancl 

How ARD 1953， v. W ANGENHEIM， FRANDSEN uncl 

Ross 1957)。しかし HOWARDancl SWAMINATI-IAN 

(1952)， SWAMINATHAN (1953)， SWAMINATHAN ancl 

How ARD (1953)等は二倍種聞の複二倍体に見出される

多価染色体頻度の高低から，二倍種聞に， F，の染色体行

動によっては検出し得ない様な，微細な染色体構造の差

異が存在する事を主張している o

彼等の実験結果は同町ーに属する二倍種の問では染色体

構造の差異が極めて少なく，異群に所属する二倍種の聞

ではこの差異の大なる事を示している。しかしその調査

はすべての二倍穏にわたっているわけではない。

筆者は彼等の主に調査した Tuberosa群及びCommer-

sOl1ial1a tlとに属する二倍種について同様の調査を行なっ

たが，ややこれと異なる結果を得たので，ここに報特す

Q 。

実験材料及び方法

実験材料は次に記す3系統である。各植物の染色体数

vl系統名の後に記載した(図 A，B，C参照)。

1. 複二倍体(ぶ lalりlaticumx S_ stel1otomum)-23， 

211ニ 48

2. 複二倍体 (S.laplaticulIl X S. stel1otomum)-39， 

211=48 

3. 同質問倍体 S.lゅlaticum-39，211 = 48 
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A:同質四倍体 S.laρlaticum体細胞染色体，2n=48

B:複二倍体 23体細胞染色体，2nニ 48

C :;複二倍体 39体細胞染色体， 211=48

(全図約 1000倍)

複二倍体系統の親二倍種S.uψlaticumBUK.(Commer-

sOl1ial1a Hf)， S. stel1o:o:num Juz. et BuK. (Tuberosal，lf) 

及び同質問倍体 S.laρlaticulIlは北海道農業試験湯より

塊茎で分譲されたものであり，四倍体は S.laplaticuJJl 

の自然結果種子をコ Jレヒチン処理した系統である。

複二倍体は筆者が F，実生植物の生長点をコノレヒチン

処理(0.270溶液 3日間滴下)して得たものであり，複二

倍体-23系統の花弁は淡紫色を， 同一39系統は濃赤紫色

を呈する。

染色体の観察方法は別報(増谷 1962)に準じた。

観察結果

同質凹倍体 S.laplaticumの移動期及び M-Iでは多

1) 北海道大学農学部育種学教室業績
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材料捕物名

6削oI凶2叩幻「叩1
1凶18.351

I町V，JU，...等はそれぞれ四価染色体，三価染色体，…

を意味する。

2.39 同質問倍休
S. laplaticum 

stenotomumの構成2ゲノム問及び S.laρlaticumの 2

ゲノム聞にはそれぞれ完全に近い相同性があると考えら

れるので，一応この三価染色体はポテンシャノレの凶価と

み7Jてすべきであろう。この様な観点より複二倍体の多価

価染色体(三価及び四価染色体，以下同様)が 1細胞中

0-8個観察された。しかし多価染色体の 1-4個の場合

(図 D)が一般的である (60細胞中 57細胞)0M-I後の各

時期には特筆すべき異常な点は見当らない。

復二倍体2系統の M-Iにおける染色体接合の機式は

互に類似しており， IIV十1III十19II十31，lIV十1III十

20 II十11等がやや多く見出される。

複二倍体 23系統の M-Iでは多価染色体は 1納IJ包内

で 0-6個，同一39系統では 0-4個観察され， いずれも

多価染色体頻度のやや高い点が注目される。区I-E，F， G 

lこは複二倍体-39系統の M-1を示した。

上述3系統にみられた各綾合染色体の平均頻度を次表

に示す。

表にみられる如く，複二倍体では同質四倍体に比し

て，やや凹価染色体のH¥現頻度低く，かつ三価頻度の高

い傾向がみられる。しかし様々の資料より判断して，S. 
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K:複二倍体 23，M-II後の大小不規則な染色体集団

L: ;複二倍体 23，M-II後の復旧核

M:複二倍体-39，正常四分子

N:複二倍休 39，三分子

。;複二倍体 39，二分子

P: .複二倍休 39，一分子

Q-T: ;複二倍体-23，異常な四分子Jm末期j

U:複二倍体 23，比較的正常な四分子則末!tll

(図 D-Lは約 1000倍，他は約 500倍)

ザ

D: I司質四倍体 S.laplaticum M-I，2 IV十20II 

E:複二倍体 39M-I，2 IV十1III十18II十11

F:複二倍体-39M-I，l IV十2111+21
G:複二倍体-39M-I， 2 IV十2III十14II十61

H:複二倍体 39M-II，融合核板側面観 (48染色体)

1 :複二倍体 39M-II，融合核板紙面観 (48染色体)

J : ;複二倍体 39A--II，染色体の 2集団を示す。
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染色体頻度を同質四倍体 S.laplaticumのそれと比較す

る時，その聞には判然たる差異を見出す事が出来ない。

複二倍体一23系統では M-I後復旧核の形成ぞ(図ーL)，

さらにその後のl時期では大小様々な染色体の集団(区トK)

がみられる等，著しい異常が注目され，四分子期末期に

は図 Q，R，S，Tに示す様な異常が観察された。同系統

は務官著しく，完全な花粉不稔性を示した。

複二倍体-39系統では前者ほど著しくはないが， 48染

色体を合む M-II核板(図 H，I)，2染色体群よりなる A-

II細胞(図一J)等が観察される。同系統の四分子j弱を調査

した結果は次の如くで二分子が多く観察される(図-M~

P参照)。

一 分 子 二分子三分子四分子|計

17 182 22 

5.7 60.7 7.3 26.3 I 100.0 

この系統の花粉稔性も低く 1O ~17ro であった。

考 察

How ARD and Sw AMINATHAN(1952)，Sw AMINATHAN 

(1953)， SWAMINATHAN and HOWARD(1953)等の実験

結果によれば， 異群に属する二倍穣 (Tuben川ゐψ乱制0ιS4ザ叫a 1群洋，

CoωP川11仰t口川FηIIlC附e目r.す5岬'On口2叫ana1f群下及び De臼F川11山u山l'お~.s巴s“s

は四価染色体はほとんど形成されない。本実験では，上

述の場合と親二倍種を異にしているが，その複二倍体に

同質四倍体 S.laplaticumとほぼ宿l数の多価染色体が形

成される点で tの報告と異なるといい得ょう。

複二倍体2系統の親二倍種 S.stenotoJllumについて日

本では東北農業試験場(1957)が他二倍種との複二倍体を

報告しているが，結果は上述の諸報告と一致している。

したがって本報告と他報告の実験結果の差異について

は，複二倍体のもう一方の親二倍種 S.latlatic/l1Ilにそ

の原因があると考えられる。

最近 HAWKES(1958)は S.lapla(μUIJlを S.chacoensc 

BITT. (CoJnmersollialla群二倍穣)として放っている

が，本実験に使用された二倍種 S.laρlaticul/I はこの

HAWKESの記載とやや異なり，花色は淡紫色，花型も

rotate型に近いとみなされる。ここで材料植物の純粋性

に一応疑問がもたれるが，同質四倍体 S.laρ!aticulIl の

染色体行動をみれば，イ也種同質凶倍体植物よりやや四価

染色体rU現頻度が低いとけ、いうものの，この二倍種 S.

laρla tiCIl 111 が Co川川enwnlana若手二倍積と他m二倍務:

との雑交により生じた植物とは考え難い。

SWAMINATHAN and HOWARD (1953)の見解に従え

ば，複二倍体にこの程度の数の多価染色体が見出される

時，親二倍積 S.laρlaticulllと S.steno!oJl1 Ulllはその染

色体の構造上j互い関係にあるとみなされる。しかしこの

点については同一種でも系統により他積との雑種植物の

染色体行動が異なる場合もあり，また一方 S.laρ[aticlllll

を含む本実験外の他の組み合わせの複二倍体染色体行動

については知られていないので，更に広範な検討が必要

であろう。

調査資料はなお不足しているが，外部形態及び{他也二二'.{倍古

種との複二倍体における染色体行動等よりみれば本報告

でj扱及つた二{倍古種 S.l，μfιzρよμρticωu削dυ州11川11の系統は Comυ，山Pμne附e白r.ぢ叩写悼削O仰n川1/

1併咋にあつてやや特異な位置を占めると解される。

摘要

CoωP川11川tυF川Ile附c目ι配Fれr:つ芯.¥仰、

と T、zωt必beωen別ns.岬αJ燃町二倍種種tS. stel削11ωotωO川2川tυ川11川IlJUZ. e凸tBUK. (o) 

よりなる複二倍体 2系統(共に 2n=48)について細胞学

的調査を行なった。

複二倍体の成熟分裂 M-Iでは多価染色体が観察され，

その平均頻度 (2.26及び1.93)と同質凶倍体 S.laplaticUlIl

の平均多価出現頻度 (2.39)との聞にはけ、っきりした差異

が認められない。

複二倍体の 1系統は完全な花粉不稔，他の 1系統も低

い花粉稔性(1O~17%) を示し，両系統の M-I 後の各時

j切には程度の差はあるが各種の異常が観察された。

複二倍体の親二倍種 S.laplaticll川の外部形態は，

HAWKES(1958)の記載とやや異なっており，この事と後

二倍体における染色体行動と併せて本系統の特異性を考

察の項に述べた。
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